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第
３
回
定
例
会
を
９
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
し
、
30
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
決
算
認
定
７
件
、
補
正
予
算
６
件
、

条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
条
例
の
制
定
２
件
、
工

事
請
負
契
約
２
件
の
計
20
件
を
審
議
し
、
全
員
一

致
で
可
決
、
認
定
、
同
意
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
発
議
２
件
、
議
員
発
議
４
件
に

つ
い
て
も
可
決
し
た
。

30年度一般会計、　特別会計、企業会計決算を
全 員 一 致　 で　 認　 定

30年度一般会計決算

歳　 入　 総　 額： 110億4,979万円
 （前年度　118億4,223万円）

歳　 出　 総　 額： 105億1,534万円
 （前年度　112億2,718万円）

歳入歳出差引総額： 5億3,444万円
 （前年度　6億1,505万円）

問

都
市
計
画
税
の
使
途

内
訳
の
な
か
に
公
共
下

水
道
と
あ
る
が
、
計
画

か
ら
外
れ
た
地
域
や
、

受
益
を
得
ら
れ
な
い
所

も
あ
り
、
徴
収
に
不
合

理
さ
を
感
じ
る
が
。

答

公
共
下
水
道
の
目
的

と
し
て
環
境
の
保
全
が

あ
る
。
環
境
改
善
さ
れ

た
効
果
と
い
う
の
は
、

直
接
的
な
受
益
者
で
な

く
て
も
、
そ
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
も
の
と
考

え
る
。

【
総
務
費
】

問

工
事
検
査
の
検
査
員

は
町
の
職
員
と
聞
く

が
、
専
門
の
検
査
員
を

登
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答

技
術
職
員
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。
既
存
の

職
員
に
研
修
を
受
け
て

も
ら
う
な
ど
、
今
い
る

人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

問

町
づ
く
り
公
社
の
30

年
度
の
活
動
概
要
や
町

の
評
価
に
つ
い
て
。

答

活
動
概
要
と
し
て
は
、

Ｈ
Ｐ
で
町
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
発
信
、情
報
誌
の

発
行
、婚
活
事
業
、地
域

貢
献
事
業
と
し
て
図
書

館
用
地
の
除
草
作
業
な

ど
を
行
っ
た
。

　
　

評
価
と
し
て
は
、取
り

組
み
が
徐
々
に
浸
透
し

て
き
て
い
る
と
評
価
す

る
。

問

ま
ち
づ
く
り
住
民
意

識
調
査
に
つ
い
て
、

33
・
４
％
の
回
収
率
は

低
く
な
い
か
。

答

統
計
と
し
て
必
要
な

回
答
数
は
得
て
い
る
。

　
　

今
回
の
よ
う
な
意
向

調
査
は
、今
年
度
も
団
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
公
聴
の
機

会
を
利
用
し
な
が
ら
行

い
、結
果
を
次
期
総
合
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
対
効
果
と

促
進
は
。

答

現
段
階
で
は
見
合
っ

て
い
な
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
率
を
上
げ

て
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増
加

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
民
生
費
】

問

災
害
時
の
要
避
難
配

慮
者
支
援
名
簿
の
活
用

方
法
は
。

答

個
別
計
画
未
作
成
者

に
対
し
、
作
成
の
要
否

を
確
認
し
た
。

　
　

個
別
計
画
提
出
者
に

は
、
自
治
会
な
ど
へ
計

画
内
容
を
情
報
提
供
す

る
こ
と
の
同
意
を
頂
い

て
い
る
た
め
、
災
害
時

に
活
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

歳
　
　
入

歳
　
　
出

30
年
度
一
般
会
計
決
算
質
疑
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令和元年第３回定例会 30年度一般会計、　特別会計、企業会計決算を
全 員 一 致　 で　 認　 定

平成30年度の主な事業

・小中学校トイレ改修	 ２億９，５１１万円
・同報無線デジタル化整備	 １億１，６９６万円
・道路・橋梁整備	 ９，１８７万円
・子育て支援	 ５，９８３万円
・津波・高波防災ステーション機器更新	 ３，９９０万円

放課後児童クラブ増設　1億7,481万円 多目的広場整備　1億294万円

【
衛
生
費
】

問

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
接
種
率
を
あ
げ
る

工
夫
は
あ
る
か
。

答

周
知
方
法
と
し
て
、

対
象
者
に
は
、
郵
送
や

学
校
を
通
し
て
通
知
を

出
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
医
療
機
関
な

ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
張
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問

合
併
浄
化
槽
設
置
費

補
助
金
に
つ
い
て
、
公

共
下
水
道
計
画
事
業
区

域
内
と
区
域
外
で
、
補

助
金
額
に
差
が
あ
る
の

で
、
こ
の
差
を
な
く
せ

な
い
か
。

答

区
域
外
に
対
し
て
は
、

国
や
県
か
ら
町
に
対
し

て
補
助
金
が
出
て
い
る
。

　
　

区
域
内
の
補
助
は
町

単
費
で
行
っ
て
お
り
、

差
を
埋
め
る
の
は
財
政

的
に
厳
し
い
。

【
農
林
水
産
業
費
】

問

耕
作
放
棄
地
の
害

虫
・
害
獣
へ
の
対
策
は
。

答

耕
作
放
棄
地
は
増
加

傾
向
だ
が
、害
虫
・
害
獣

の
被
害
は
な
い
。

　
　

耕
作
放
棄
地
に
つ
い

て
は
、認
定
農
業
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
話

し
合
い
を
行
い
な
が
ら
、

減
ら
し
て
い
き
た
い
。

【
土
木
費
】

問

生
活
道
路
の
維
持
管

理
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答

以
前
は
道
路
が
傷
ん

で
か
ら
の
事
後
保
全

だ
っ
た
が
、
現
在
は
予

防
保
全
と
し
て
路
面
調

査
し
、
道
路
が
傷
む
前

に
補
修
を
し
て
い
る
。

問

町
営
住
宅
の
使
用
料

の
収
納
率
を
上
げ
る
た

め
の
対
策
は
。

答

未
納
者
宅
へ
の
訪
問

徴
収
や
納
付
計
画
書
を

提
出
し
て
も
ら
う
な
ど

の
対
策
を
し
て
い
る
。

【
消
防
費
】

問

地
域
防
災
士
や
ジ
ュ

ニ
ア
防
災
士
の
目
的
は
。

答

地
域
防
災
力
の
向

上
・
底
上
げ
を
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。 　

　

そ
の
た
め
に
、
町
で

地
域
防
災
士
養
成
講
座

を
行
っ
て
い
る
。

問

防
災
訓
練
の
参
加
率

が
３
割
だ
が
。

答

以
前
よ
り
は
参
加
人

数
は
増
え
て
い
る
。今
後

は
、更
に
参
加
者
が
増

え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

【
教
育
費
】

問

公
設
学
習
塾
で
の
学

力
向
上
の
確
認
は
で
き

て
い
る
か
。

答

参
加
し
た
子
ど
も
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
、
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
分
か
っ
た
と
い

う
回
答
が
多
く
、
学
力

定
着
に
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

問

台
風
に
よ
る
倒
木
が

あ
っ
た
が
、
学
校
の
維

持
管
理
へ
の
意
識
は
。

答

学
校
で
現
状
を
確
認

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

今
回
の
倒
木
な
ど
、
危

険
な
部
分
が
あ
れ
ば
早

急
に
対
応
し
て
い
る
。
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問

国
民
健
康
保
険
の
県

へ
の
納
付
金
が
、
１
人

当
た
り
13
万
４
千
３
９

　

３
円
と
県
内
で
１
番
高

く
な
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
。

答

納
付
金
の
計
算
項
目

で
あ
る
所
得
水
準
と
医

療
費
指
数
が
高
い
こ

と
、
お
よ
び
被
保
険
者

数
が
県
内
市
町
の
な
か

で
少
な
い
ほ
う
で
あ
る

こ
と
が
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

問

保
険
税
の
口
座
振
替

率
の
現
状
は
。

答

口
座
振
替
率
は
29
年

度
と
比
べ
る
と
少
し
下

が
っ
て
き
て
い
る
が
、

年
金
か
ら
特
別
徴
収
し

て
い
る
人
を
加
え
た
人

数
は
増
え
て
い
る
。

問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
よ
し
だ
ア
ス
カ
の
里

の
入
居
状
況
な
ど
は
。

答

ア
ス
カ
の
里
を
含
め

た
町
内
３
つ
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
対

し
、
入
所
待
機
者
は
ゼ

ロ
で
あ
る
。

　
　

昨
年
度
か
ら
、
定
期

の
入
所
判
定
会
と
併
せ

て
、
入
所
希
望
が
あ
っ

た
時
点
で
判
定
会
を
開

い
て
い
る
。

　
　

ま
た
、予
防
で
き
る

病
気
で
体
力
を
落
と
さ

れ
る
方
も
い
る
の
で
、そ

の
介
護
予
防
の
た
め
の

研
修
会
な
ど
も
開
い
て

い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
質
疑

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
質
疑

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
質
疑

契
約
の
締
結

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

平成30年度特別会計・企業会計決算状況（千円）

事業会計名 歳入 歳出 差引残額

土地取得 16,121 16,121 0

国民健康保険事業 2,985,566 2,901,740 83,825

後期高齢者医療事業 263,765 262,796 969

介護保険事業 1,892,879 1,867,603 25,275

公共下水道事業 1,147,923 1,131,183 16,740

水道事業決算（千円）

収入 支出

収益的収入及び支出 614,666 512,194

資本的収入及び支出 102,209 379,739

よしだアスカの里
問

公
共
下
水
道
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答

計
画
よ
り
遅
れ
て
い

る
。
当
初
の
計
画
の
想

定
よ
り
地
下
水
が
多
い

こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問

今
後
、
人
口
減
少
に

よ
り
空
き
家
が
増
え
る

と
収
入
減
が
懸
念
さ
れ

る
。
現
状
そ
う
い
っ
た

傾
向
は
、
数
値
と
し
て

出
て
い
な
い
か
。

答

現
在
下
水
道
が
引
い

て
あ
る
が
休
止
と
な
っ

て
い
る
戸
数
が

600
戸
あ

る
。

・
令
和
元
年
度
都
市
計
画

下
水
道
事
業
公
共
下
水

道
吉
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

反
応
タ
ン
ク
耐
震
補
強

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
吉
田
町
立

中
学
校
屋
内
運
動
場
空

調
設
備
設
置
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
成
年
被
後
見
人
等
の
権

利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
消
費
税
率
及
び
地
方
消

費
税
率
の
改
定
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
吉
田
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
吉
田
町
印
鑑
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
吉
田
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者

負
担
額
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

一般会計補正
予算の主な
歳入増減

単位（千円）

地方特例交付金　子ども・子育て支援臨時交付金 6,151

地方交付税 △36,734 国庫支出金 △18,113

繰入金 9,182 329,359繰越金　　

町債 　　12,637

一般会計補正
予算の主な
歳出増減

単位（千円）

総務費 民生費 △29,381△32,051

土木費 △28,502 教育費 108,511

諸支出金 293,896 歳出合計 303,057

歳入合計 303,057

特別会計　補正予算 単位（千円）

公共下水道事業特別会計補正予算 75万円を減額 1,255,929 ⇒ 1,255,179に

介護保険事業特別会計補正予算 3,493万2千円を追加 1,988,683 ⇒ 2,023,615に

後期高齢者医療事業特別会計補正予算 96万9千円を追加 269,586 ⇒    270,555に

国民健康保険事業特別会計補正予算 7,450万４千円を追加 2,933,954 ⇒ 3,008,458に

土地取得事業特別会計補正予算 1,996万２千円を追加 15,204 ⇒      34,986に

補正予算とは・・・すでに成立した町の予算（本予算）に関して、
経費の不足および予算作成後に生じた事由に基づき追加・変更を
行うために作成され、議会に提出される予算のこと。

補
正
予
算
で
の
主
な
質
疑

歳入歳出総額

予　算　総　額

3億305万7千円を補正。
110億9,248万7千円となる。  

令和元年度一般会計補正予算（第2号）
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一般会計補正
予算の主な
歳入増減

単位（千円）

地方特例交付金　子ども・子育て支援臨時交付金 6,151

地方交付税 △36,734 国庫支出金 △18,113

繰入金 9,182 329,359繰越金　　

町債 　　12,637

一般会計補正
予算の主な
歳出増減

単位（千円）

総務費 民生費 △29,381△32,051

土木費 △28,502 教育費 108,511

諸支出金 293,896 歳出合計 303,057

歳入合計 303,057

特別会計　補正予算 単位（千円）

公共下水道事業特別会計補正予算 75万円を減額 1,255,929 ⇒ 1,255,179に

介護保険事業特別会計補正予算 3,493万2千円を追加 1,988,683 ⇒ 2,023,615に

後期高齢者医療事業特別会計補正予算 96万9千円を追加 269,586 ⇒    270,555に

国民健康保険事業特別会計補正予算 7,450万４千円を追加 2,933,954 ⇒ 3,008,458に

土地取得事業特別会計補正予算 1,996万２千円を追加 15,204 ⇒      34,986に

補正予算とは・・・すでに成立した町の予算（本予算）に関して、
経費の不足および予算作成後に生じた事由に基づき追加・変更を
行うために作成され、議会に提出される予算のこと。

補
正
予
算
で
の
主
な
質
疑

歳入歳出総額

予　算　総　額

3億305万7千円を補正。
110億9,248万7千円となる。  

令和元年度一般会計補正予算（第2号）

【
民
生
費
】

問

幼
児
教
育
無
償
化

の
う
ち
、
給
食
・
副

食
費
は
無
償
化
の
対

象
外
と
な
っ
た
が
、

副
食
費
に
つ
い
て
、

食
育
の
観
点
な
ど
か

ら
、
町
の
ほ
う
で
無

償
化
を
図
れ
な
い
か
。

答

副
食
費
に
つ
い
て

は
、
徴
収
額
以
上
の

費
用
負
担
が
か
か
っ

て
お
り
、
既
に
相
応

の
負
担
を
し
て
い
る

た
め
難
し
い
。

【
衛
生
費
】

問

公
共
用
地
草
刈
業

務
に
つ
い
て
、
委
託

か
ら
臨
時
職
員
を
雇

用
す
る
形
態
に
変

わ
っ
た
が
、
作
業
効

率
や
費
用
対
効
果
は

ど
う
か
。

答

直
接
雇
用
に
よ
り
、

町
の
指
示
で
動
い
て

も
ら
え
る
の
で
、
今

ま
で
と
同
等
以
上
の

作
業
効
率
を
得
ら
れ

る
。
経
費
も
削
減
さ

れ
る
。

【
教
育
費
】

問

施
設
用
地
の
取
得

に
お
い
て
、
最
初
か

ら
今
回
の
土
地
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

設
置
で
き
て
い
れ
ば

と
も
思
う
が
、
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答

そ
う
し
た
計
画
で

は
あ
っ
た
が
、
用
地

取
得
は
相
手
側
の
事

情
も
あ
る
こ
と
な
の

で
、
計
画
ど
お
り
行

う
こ
と
は
難
し
か
っ

た
。
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問

公
営
住
宅
の
目
的
と

し
て
、
法
律
で
は
「
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を

営
む
に
足
り
る
住
宅
」

と
し
、「
国
民
生
活
の

安
定
と
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
」
と
あ

る
が
、
目
的
ど
お
り
の

役
割
を
は
た
し
て
い
る

か
。

答

こ
れ
ま
で
、
国
民
の

居
住
の
安
定
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

現
在

141
戸
の
住
宅
を
提

供
し
て
お
り
、
公
営
住

宅
の
目
的
に
合
致
し
た

も
の
で
、
役
割
を
十
分

果
た
し
て
い
る
。

問

老
朽
し
て
い
る
松
原

団
地
の
立
て
替
え
計
画

は
な
い
か
。

答

さ
く
ら
団
地
、
松
下

団
地
、
住
吉
団
地
、
松

原
団
地
１
～
６
号
棟
は

長
寿
命
化
計
画
に
よ
り

修
繕
を
行
う
べ
き
住
宅

と
し
て
今
後
方
針
を
定

め
る
。
松
原
団
地
全
体

に
つ
い
て
も
次
期
計
画

の
中
で
方
向
性
を
定
め

て
い
き
た
い
。

問

空
室
を
な
く
し
、
効

率
の
い
い
管
理
を
行
う

た
め
に
も
、
入
居
条
件

を
緩
和
で
き
な
い
か
。

答

松
原
団
地
は
老
朽
化

が
進
み
、
住
吉
団
地
は

海
岸
部
で
あ
り
、
積
極

的
な
入
居
案
内
は
行
っ

て
い
な
い
。

　
　

入
居
要
件
は
決
し
て

過
大
で
は
な
く
、
税
金

を
財
源
と
し
て
運
営
す

る
町
営
住
宅
に
あ
っ
て

は
ご
く
常
識
的
な
要
件

で
あ
る
と
考
え
る
。

問

入
居
条
件
に
つ
い
て

　

①
敷
金
の
減
額
な
ど
、

入
居
時
の
負
担
軽
減
を
。

　

②
入
居
保
証
人
に
つ
い

て
、
保
証
会
社
を
入
れ

る
な
ど
の
対
応
を
。

　

③
税
金
滞
納
者
に
つ
い
て

は
分
納
の
確
約
で
入
居
を
。

　

④
浴
槽
・
風
呂
釜
の
据

え
付
け
を
。

答

①
収
入
が
著
し
く
低

額
で
あ
る
場
合
な
ど
に

お
い
て
は
、
減
免
措
置

や
徴
収
が
猶
予
さ
れ
る
。

　

②
今
後
研
究
し
な
が
ら

検
討
を
図
り
た
い
。

　

③
維
持
管
理
の
一
部
を

税
金
で
賄
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
そ
う
し

た
条
件
緩
和
は
難
し
い
。

　

④
長
寿
命
化
計
画
の
居

住
性
改
善
の
中
で
、
設

置
し
て
い
く
予
定
。

　

吉
田
町
内
に
は
町
営
住
宅
の
団
地
が
4
か
所
あ
る
。

　

町
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
に
低
廉
な
家
賃
で

賃
貸
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
施
設
で
あ
る
。

　

今
後
の
建
て
替
え
計
画
や
入
居
条
件
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

町
営
住
宅
の
入
居
条
件
の
見
直
し
は

答
answer

ご
く
常
識
的
な
要
件
で
あ
る
と
考
え
る

住宅名 所在 構造 戸数 築年度

松下団地 住吉 RC３ 24 S53 ・54

住吉団地 〃 〃 12 S55

さくら団地 川尻 RC3〜4 50 S63 ・H１

松原団地 〃 WPC２ 55 S45〜51
老朽化している松原団地 平成30年度 吉田町統計要覧を基に作成

大 石　 巌 議
員
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問

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
で
、
町
が
描
い
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
将
来

像
へ
の
効
果
は
。

答

「
困
難
な
壁
に
行
く

手
を
遮
ら
れ
た
と
し
て

も
、
ま
た
、
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
く
上
で

も
、
自
ら
の
力
で
乗
り

越
え
切
り
拓
く
」
力
を

養
う
上
で
、
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
と

考
え
る
。

問

２
０
２
０
年
度
か

ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
と
共
に
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
改
革
が
行
わ
れ

る
。
教
員
一
人
当
た
り

の
負
担
が
増
え
て
く
る

が
、
町
は
円
滑
な
実
施

に
向
け
た
導
入
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー

を
各
学
校
へ
派
遣
。
今

年
度
中
に
「
吉
田
町
版

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
モ
デ

ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
よ

り
実
効
性
あ
る
も
の
と

す
る
。

問

当
町
で
は
、
今
後
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
推
進
、

先
生
へ
の
研
修
の
準
備

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答

令
和
２
年
度
に
、
中

学
校
で
160
台
程
度
、
小

学
校
で
280
台
程
度
、
学

習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
追
加
導
入
を
考
え
て

お
り
、
予
算
確
保
に
向

け
努
力
を
し
て
い
る
。

　
　

先
生
へ
の
研
修
で

は
、
民
間
企
業
の
方
を

講
師
と
し
た
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
授
業
を

自
彊
小
学
校
で
実
施

し
、
各
学
校
へ
公
開
し

て
い
る
。

問

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
か
ら
、
町
内
の
イ
ベ

ン
ト
チ
ラ
シ
作
り
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
活

躍
で
き
れ
ば
郷
土
愛
と

豊
か
さ
の
成
長
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
活

躍
場
所
が
広
が
っ
て
い

く
と
考
え
る
が
、
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

子
ど
も
た
ち
が
郷
土

愛
を
持
っ
て
成
長
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
。
町

づ
く
り
に
参
画
す
る
こ

と
は
積
極
的
に
行
う
べ

き
。
日
頃
学
ん
で
い
る

こ
と
が
、
実
社
会
・
実

生
活
に
ど
う
つ
な
が
っ

て
い
け
る
の
か
、
子
ど

も
た
ち
が
理
解
す
る
こ

と
で
、
町
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
全
小
学
校
で
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
必
修
化
」
を
決
定
し
た
。
我
が
国
の
競
争
力
を
左
右
す
る

「
Ｉ
Ｔ
力
」
育
成
に
む
け
て
の
導
入
で
あ
る
が
、
当
町
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
を
問
う
。

問
question

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
準
備
は

答
answer

準
備
は
整
い
つ
つ
あ
る

楠元由美子 議
員

先生のICT機器研修会

Q.  ITとICTの違い

A.  ほぼ同義語

・IT（情報技術）
　 コンピュー ター や
ネットワークに関わる
全ての技術を総称する
言葉。

・ICT（情報通信技術）
　通信ネットワークに
よって情報が流通する
ことの重要性を意識し
て、ITに替わり使用さ
れる言葉。

※「総務 省：国民のための
情報セキュリティサイト」を
参照

7 よしだ議会だより 第95号

町政を問う



問

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、

放
射
性
物
質
が
飛
散
す

る
一
日
前
に
服
用
す
る

の
が
最
も
効
果
的
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
町
で
は
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
配
布

す
る
の
が
、
よ
り
良
い

方
法
と
考
え
て
い
る
か
。

答

Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
に
お
い
て

全
面
緊
急
事
態
に
至
っ

た
後
に
、
原
発
施
設
の

状
況
や
室
内
放
射
線
率

な
ど
に
応
じ
て
、
避
難

な
ど
に
併
せ
て
安
定
ヨ

ウ
素
剤
を
配
布
・
服
用

を
行
う
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
整
備
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
原
子
力
災

害
対
策
指
針
に
沿
っ
て

避
難
又
は
一
時
移
転
の

際
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

配
布
す
る
。

問

配
布
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
医
師
や
薬
剤
師

に
よ
る
問
診
が
必
要
と

な
る
が
、
必
要
人
数
の

確
保
の
見
通
し
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、

医
師
が
関
与
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
状
況

に
応
じ
て
適
切
な
方
法

に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
静
岡
県
や
医
師

会
、
薬
剤
師
会
と
の
連

携
を
密
に
し
、
配
布
に

関
す
る
体
制
の
整
備
に

努
め
て
い
く
。

問

配
布
に
は
多
く
の
時

間
を
要
す
る
と
思
う

が
、
ど
れ
く
ら
い
の
日

数
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答

原
子
力
災
害
対
策
指

針
に
従
い
、
避
難
又
は

一
時
移
転
の
際
に
町
民

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、

で
き
る
限
り
速
や
か
に

行
き
渡
る
よ
う
に
配
布

す
る
。

　

原
子
力
発
電
所
で
過
酷
事
故
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
放
射
性
ヨ

ウ
素
の
甲
状
腺
へ
の
蓄
積
を
減
ら
す
た
め
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

の
服
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
服
用
す
る
に
当
た
り
、
事
前
の

綿
密
な
計
画
が
必
要
と
な
る
の
で
質
問
し
た
。

問
question

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
布
す
る
時
期
は

答
answer

避
難
ま
た
は
一
時
移
転
の
際
に
配
布

安定ヨウ素剤の服用目的
原子力災害で、初期段階で大量に放出される放射性ヨウ素は
呼吸器から体内に取り込まれると甲状腺に集積し、内部被ば
くによる甲状腺がんなどを発症する恐れがある。安定ヨウ素
剤の服用目的は、放射性ヨウ素の甲状腺への集積を防ぎ、内
部被ばくを阻止・低減させることにある。

UPZ圏（30㎞内）

安定ヨウ素剤服用時期 取り込み阻止率

被ばく前
４⽇前 5%
３⽇前 32%
１⽇前 93%

被ばく後
２時間後 80%
８時間後 40%

１⽇後 7%
（一社）京都府薬剤師会・京都薬報から引用

福 世 義 己 議
員
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問

近
隣
市
の
公
立
中
学

校
で
は
自
転
車
通
学
を

認
可
し
て
い
る
が
、
吉

田
中
で
は
な
ぜ
認
可
の

検
討
す
ら
さ
れ
な
い
の

か
。

答

中
学
開
校
以
来
、
体

力
づ
く
り
や
安
全
性
を

考
慮
し
て
校
則
で
徒
歩

通
学
と
定
め
て
い
る
。

問

家
庭
の
判
断
で
、
中

学
へ
の
車
の
送
迎
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

所
見
は
。

答

徒
歩
に
よ
る
通
学
が

基
本
だ
が
、
荒
天
時
や

体
調
不
良
時
な
ど
は
家

庭
の
判
断
で
車
に
よ
る

送
迎
を
認
め
て
い
る
。

問

学
校
か
ら
近
い
家
の

生
徒
と
、
遠
い
家
の
生

徒
で
は
毎
日
の
登
下
校

で
最
大
90
分
以
上
も
の

時
間
の
格
差
が
生
じ
て

い
る
。
早
急
に
自
転
車

通
学
の
認
可
の
検
討
を

行
う
べ
き
で
は
。

答

学
校
の
校
則
で
徒
歩

と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
、
町
の
教
育
委
員

会
が
意
見
を
述
べ
る
立

場
に
は
な
い
。
自
転
車

通
学
に
つ
い
て
は
吉
田

中
学
の
学
校
長
に
校
則

の
変
更
を
決
定
す
る
権

限
が
あ
る
。

問

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
配
備
状
況
が
、
昨
年

度
末
時
点
で
県
内
市
町

の
中
で
最
も
遅
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
。

答

教
育
委
員
会
と
し
て

不
名
誉
な
こ
と
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

今
後
は
こ
の
状
況
を

踏
ま
え
、
し
っ
か
り
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

秋
か
ら
の
静
岡
県
自
転
車
条
例
の
小
中
学
生
通
学
時
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
義
務
化
に
当
た
り
、
吉
田
中
学
校
の
遠
距
離
徒
歩
通
学
者
の
通

学
時
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
、
一
部
の
生
徒
に
許
可
制
に
よ
る
自

転
車
通
学
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
趣
旨
で
質
問
し
た
。

問
question

吉
田
中
学
校
へ
の
自
転
車
通
学
認
可
は

答
answer

吉
田
中
学
校
長
が
決
め
る
こ
と
で
あ
る

盛　純一郎 議
員

自転車通学のイメージ

大井川中学校
実測2.5㎞以上で許可。
自転車通学者50％超。

榛原中学校
実測2.8㎞以上で許可。
自転車通学者50％超。

初倉中学校
徒歩通学が基本。学校から遠い

地区のみ一部許可。

相良中学校
実測２㎞以上で許可。

近隣公立中学校の自転車通学の許可状況 

小
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ
い
て

静岡県自転車条例 周知チラシ
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問

事
故
発
生
の
危
険
性

の
認
識
は
。

答

常
に
安
全
を
最
優
先

に
考
え
施
設
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
安
全
面

で
は
一
層
の
配
慮
を
必

要
と
考
え
、「
使
用
上

の
注
意
」
を
示
す
な
ど

使
用
者
側
に
危
険
回
避

を
図
る
よ
う
促
し
て
き

た
。

問

近
隣
市
（
藤
枝
市
な

ど
）
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン

ス
の
高
さ
８
～
９
メ
ー

ト
ル
と
同
等
の
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
設
置
な
ど
、

具
体
的
な
対
策
は
考
え

な
い
か
。

答

現
時
点
で
は
フ
ェ
ン

ス
の
嵩
上
げ
は
考
え
て

い
な
い
。
打
球
が
フ
ェ

ン
ス
を
越
え
な
い
よ
う

に
、
練
習
方
法
の
工
夫

で
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
で
き
る
か
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

問

吉
田
町
教
育
委
員
会

は
学
校
体
育
施
設
の
開

放
事
業
の
管
理
責
任
を

ど
う
考
え
る
か
。

答
「
管
理
」と
は
、

「
設
備
な
ど
を

保
存
維
持
し
て

い
く
こ
と
」、

「
施
設
な
ど
の

現
状
を
維
持

し
、
ま
た
、
そ

の
目
的
に
沿
っ

た
範
囲
内
で
利

用
・
改
良
な
ど

を
図
る
こ
と
」

で
あ
り
、「
管

理
責
任
」
と
は

そ
の
「
管
理
」

に
つ
い
て
責
め

を
負
う
こ
と
と

理
解
し
て
い
る
。

　
「
フ
ェ
ン
ス
を
越
え
た
ボ
ー
ル
な
ど
が
道
路
に
飛
び
出
し
車
に
当
た

り
、
そ
れ
が
原
因
で
事
故
に
な
っ
た
り
、
人
に
当
た
っ
て
、
け
が
を
負

わ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
が
最
も
傷
つ
き
、
一
生

背
負
う
こ
と
に
な
る
。（
有
識
者
）」
以
上
を
踏
ま
え
て
質
問
し
た
。

問
question

学
校
体
育
施
設
の
管
理
責
任
と
運
営
は

答
answer

管
理
責
任
は
教
育
委
員
会
に
あ
る

安
全
に
楽
し
く
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
す
る
た
め
に

吉田町立学校施設の使用及び管理運営に関する規則（抜粋）
第２条：住民の利用に供する際の管理責任は教育委員会が負う。

藤枝市立高洲南小学校　道路境界ネットフェンス　８～９ｍ
山 内　 均 議

員
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問

能
満
寺
山
公
園
、
町

立
図
書
館
、
児
童
館
を

結
ぶ
湯
日
川
緑
道
整
備

事
業
は
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
事
業
か
。

答

湯
日
川
の
水
と
緑
に

囲
ま
れ
た
側
道
と
落
ち

着
き
の
あ
る
良
好
な
景

観
形
成
と
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整

備
を
推
進
す
る
。

　
　

具
体
的
に
は
、
山
崎

橋
か
ら
上
流
の
山
上
橋

の
間
で
親
水
性
を
持
た

せ
た
公
園
を
作
り
、
船

を
浮
か
べ
乗
れ
る
よ
う

に
す
る
構
想
が
あ
る
。

問

実
施
計
画
で
は
平
成

33
年
度
ま
で
休
止
に

な
っ
て
い
る
。
県
が
動

け
ば
、
今
年
度
か
ら
検

討
を
始
め
る
こ
と
が
あ

る
か
。

答

県
が
湯
日
川
水
系
河

川
整
備
計
画
の
組
織
を

今
年
度
か
ら
立
ち
上
げ

る
と
聞
い
て
い
る
。
そ

の
進
捗
に
合
わ
せ
て
当

町
の
計
画
も
進
め
る
。

問

先
日
行
わ
れ
た
議
会

報
告
会
で
計
画
地
域
に

入
っ
て
い
る
念
佛
橋
を

自
転
車
や
人
が
通
れ
る

橋
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
欲
し
い
と
の
意

見
が
出
て
い
る
。
現
在

撤
去
す
る
計
画
だ
が
、

生
徒
の
通
学
路
と
し
て

や
地
元
住
民
の
利
便
性

を
考
え
、
加
え
て
湯
日

川
散
策
路
に
あ
る
情
緒

あ
る
橋
に
直
し
て
念
佛

橋
を
残
せ
な
い
か
。

答

国
の
方
針
と
し
て
公

共
構
造
物
の
点
検
が
行

わ
れ
、
念
佛
橋
は
安
全

性
の
面
か
ら
即
座
に
撤

去
す
べ
き
橋
梁
と
し
て

公
表
さ
れ
た
。

　
　

町
と
し
て
は
、
延
命

化
を
図
り
ど
う
活
用
す

る
か
を
検
討
し
て
い
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
く

な
っ
た
。

　
　

よ
っ
て
、
念
佛
橋
を

残
す
考
え
は
な
く
、
山

崎
橋
と
竹
橋
で
代
用
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

吉
田
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
平
成
21
年
度
～
37
年
度
を

対
象
と
し
て
、
地
区
別
の
あ
る
べ
き
「
ま
ち
」
の
姿
を
定
め
る
も
の

と
し
て
策
定
さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
が
プ
ラ
ン
の
ま
ま
終
わ
ら
な
い
よ
う
、

中
間
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
片
岡
地
域
を
中
心
に
質
問
し
た
。

問
question

湯
日
川
緑
道
整
備
事
業
は
い
つ
始
め
る

答
answer

県
整
備
計
画
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
検
討

都市計画マスタープラン「地域の将来像」

片岡地域 住吉地域 川尻地域 北区地域

子どもに 安
全で 緑ある
笑顔のまち

歩 いて暮ら
せるきれ い
で安全な“住
みよい”まち

産 業と調 和
する住 みよ
いまち

自然との 調
和 のある住
みよいまち

能満寺山公園

念佛橋から眺める町立図書館

平 野　 積 議
員
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問

漁
港
胸
壁
へ
の
津
波

対
策
整
備
は
、
背
後
地

を
守
る
上
で
大
変
重
要

と
考
え
る
が
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答

大
変
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
、
レ
ベ

ル
2
津
波
に
対
応
し
た

構
造
物
で
防
御
す
る
事

が
基
本
と
考
え
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
方
策
に

つ
い
て
は
、
防
潮
堤
や

多
目
的
広
場
の
整
備
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
漁

港
の
特
殊
性
な
ど
を
考

慮
し
つ
つ
、
専
門
家
の

知
見
も
加
え
な
が
ら
検

討
す
る
。

問

第
5
次
吉
田
町
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
の

中
で
、
4
年
後
の
姿
と

し
て
、「
漁
港
及
び
背

後
地
の
安
全
安
心
が
確

保
さ
れ
て
い
る
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
現

状
と
乖
離
し
て
い
る
。

　

そ
の
原
因
は
何
か
。

答

こ
の
事
業
を
進
め
る

難
し
さ
は
計
画
策
定
時

に
お
い
て
も
十
分
認
識

し
て
お
り
、
あ
く
ま
で

も
完
成
さ
せ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
表

現
し
た
も
の
で
は
な
い
。

問

漁
港
背
後
地
を
守
る

た
め
に
必
要
な
胸
壁
な

ど
の
海
岸
保
全
施
設
の

津
波
対
策
整
備
計
画
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答

整
備
の
具
体
的
な
方

策
に
つ
い
て
は
、
防
潮

堤
や
多
目
的
広
場
の
整

備
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
、
漁
港
の
特
殊
性
な

ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
専

門
家
の
知
見
も
加
え
な

が
ら
検
討
す
る
。

問

こ
の
事
業
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
財
源
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答

国
や
県
と
綿
密
な
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
町

の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

最
大
限
の
努
力
を
す
る
。

問

町
民
に
計
画
の
説
明

を
す
る
の
か
。

答

ま
だ
、
具
体
的
な
こ

と
に
到
達
し
て
い
な

い
。
イ
メ
ー
ジ
は
も
っ

て
い
る
が
、
公
表
で
き

る
だ
け
の
も
の
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

町
は
『
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
』
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
わ

け
で
す
が
、
海
岸
線
の
津
波
対
策
が
完
了
し
て
も
、
漁
港
周
辺
の
津

波
対
策
の
整
備
が
で
き
な
け
れ
ば
、
漁
港
か
ら
居
住
地
へ
と
津
波
が

襲
い
、
さ
ら
に
内
陸
ま
で
進
み
被
害
が
広
が
る
と
考
え
、
質
問
し
た
。

問
question

漁
港
周
囲
胸
壁
へ
の
津
波
対
策
整
備
は

答
answer

具
体
的
な
こ
と
に
到
達
し
て
い
な
い

一 般 質 問

八 木　 栄 議
員

吉田漁港西側胸壁

胸壁と多目的広場
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問

夏
期(

７
月
か
ら
９

月)

の
健
康
づ
く
り
教

室
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
気
を
つ
け
、
開
催

し
て
い
る
の
か
。

答

空
調
設
備
の
あ
る
会

場
に
変
更
す
る
。
会
場

が
変
更
で
き
な
い
場
合

は
窓
を
開
け
、
扇
風
機

を
設
置
す
る
な
ど
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
運
動

前
や
運
動
中
で
も
水
分

補
給
の
声
掛
け
を
し
て

い
る
。
７
月
中
旬
か
ら

８
月
末
を
除
い
た
時
期

に
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。

問

当
町
に
は
水
泳
施
設

は
な
い
が
、
近
隣
の
市

に
は
公
共
の
水
泳
施
設

が
あ
る
。
他
市
に
協
力

を
お
願
い
し
、
暑
い
時

期
で
も
心
地
よ
く
運
動

で
き
る
水
中
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
教
室
と
し
て
取

り
入
れ
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

答

浮
力
に
よ
る
腰
、
膝

な
ど
関
節
へ
の
負
担
が

軽
く
、
無
理
の
な
い
有

酸
素
運
動
と
し
て
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
町
内
の
施
設
を
利

用
し
、
町
の
中
で
通
え

る
中
で
運
動
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
考
え
て
い

る
。
町
外
に
出
て
開
催

す
る
こ
と
は
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

答

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

に
特
化
し
て
町
の
事
業

と
し
て
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
、
声

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

次
期
の
健
康
増
進
計

画
策
定
の
た
め
、
今
年

度
実
態
調
査
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
や
る
。

要
望
を
聞
き
た
い
。

問

支
援
ニ
ー
ズ
が
高
い

妊
産
婦
全
員
へ
の
支
援

実
施
割
合
と
７
か
月
児

健
康
相
談
実
施
を
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
、
目

標
と
し
た
理
由
は
。

答

支
援
ニ
ー
ズ
が
高
い

妊
産
婦
全
員
へ
の
支
援

は
平
成
28
年
か
ら
、
７

か
月
児
健
康
相
談
は
平

成
27
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
す
べ
て
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が

り
が
あ
る
と
考
え
た
た

め
で
あ
る
。

問

７
か
月
児
健
康
相
談

実
施
後
、保
護
者
か
ら

受
け
た
相
談
は
他
の
医

療
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

共
有
し
て
い
る
の
か
。

答

多
種
多
様
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
個
人
情
報
も

あ
り
、
本
人
の
同
意
を

得
て
、
医
療
機
関
と
情

報
提
供
を
お
互
い
役
割

を
持
っ
て
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
、
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
町

が
行
う
教
室
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
夏
期
の
健
康
づ
く
り

教
室
に
つ
い
て
、
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
目
標
値
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
考
え
は

答
answer

取
り
入
れ
る
に
は
難
し
い
状
況
で
あ
る

蒔 田 昌 代 議
員

吉田町総合体育館

町政を問う

夏
期
の
健
康
づ
く
り
教

室
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
の
目
標
値

に
つ
い
て
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中
央
新
幹
線
建
設
に
お
け
る
大
井
川
水
系
の
水
資

源
の
保
全
に
関
す
る
意
見
書

提
出
先　
静
岡
県
知
事           　

全
員
一
致
で
可
決

中
央
新
幹
線
建
設
に
お
け
る
大
井
川
水
系
の
水
資

源
の
保
全
に
関
す
る
意
見
書

提
出
先　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
な
ど

全
員
一
致
で
可
決

※　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
大
井
川
水
系

の
水
資
源
と
環
境
保
全
に
つ
い
て
、
県
知
事
に
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
国
に
対
し
て
は
Ｊ
Ｒ
東
海
と

の
調
整
を
要
請
す
る
内
容
で
す
。
大
井
川
流
域
８
市

２
町
が
そ
ろ
っ
て
対
応
す
る
予
定
で
す
。

吉
田
町
議
会
議
員
の
吉
田
町
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
す
る
決
議

静
岡
県
知
事
へ
意
見
書
を
手
渡
し
ま
し
た

　

我
々
吉
田
町
議
会
は
、

中
田
博
之
議
員
が
起
こ
し

た
「
令
和
元
年
６
月
17

日
、
議
長
か
ら
の
注
意
喚

起
の
後
、
一
般
質
問
答
弁

書
を
非
公
式
な
文
書
と
知

り
な
が
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
掲
載
し
、
発
信
し
た

行
為
」
、
「
令
和
元
年
６

月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
住

吉
小
学
校
の
家
庭
教
育
学

級
開
級
式
に
お
け
る
栗
林

教
育
長
発
言
を
事
実
と
違

う
内
容
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
掲
載
し
誤
解
を
招
く

発
信
を
し
た
行
為
」
及
び

「
令
和
元
年
７
月
８
日
、

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
期
間
中
に
お
い
て
公

職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
行

為
」
、
ま
た
、
山
口
一
博

議
員
が
起
こ
し
た
「
学
校

の
活
動
風
景
を
撮
影
し
て

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
投
稿

し
、
子
ど
も
の
肖
像
権
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害

し
た
行
為
」
に
お
い
て
、

町
民
及
び
関
係
各
位
に
大

変
な
御
迷
惑
を
お
掛
け

し
、
議
員
と
議
会
全
体
の

信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と

を
重
く
受
け
止
め
る
。

　

当
議
会
は
、
先
に
挙
げ

た
個
々
の
行
為
が
吉
田
町

議
会
基
本
条
例
に
規
定
す

る
第
４
条
（
議
員
の
行
為

規
範
）
の
「
議
員
は
、
自

ら
が
町
民
の
代
表
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
公
正

性
及
び
透
明
性
を
重
ん
じ

行
動
し
、
町
民
に
疑
惑
や

不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
及
び
第
18
条(

議

地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出
先　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

　
　
　
　
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
な
ど

※　

こ
の
法
律
は
、
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お

け
る
地
震
対
策
事
業
の
財
政
上
の
特
別
措
置
法
で
、

令
和
元
年
度
末
で
期
限
の
切
れ
る
５
年
間
の
時
限
法

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
内
全
市
町
の
議
会
が
国
に
対

し
て
延
長
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

全
員
一
致
で
可
決

町長の専決処分委任事項の指定についての一部を改正する指定について

・本発議では、１について下線部分を改め、３及び４を新たに指定した。全員一致で可決

【専決処分委任事項及び改正箇所】
１　１件につき町が加入する保険等に定める保険金額の最高限度額内  においてする和解

及びこれに伴う法律上町の義務に属する損害賠償額を決定すること。
２　上記１以外の場合で、１件につき１００万円以下においてする和解及びこれに伴う法

律上町の義務に属する損害賠償額を決定すること。
３　町が加入して組織する一部事務組合について、当該一部事務組合を組織する他の地方

公共団体の名称変更に伴う、当該一部事務組合の変更に関する関係地方公共団体の協議
４　議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年吉田町

条例第５号）第２条に規定する議会の議決に付すべき契約につき、当該契約を最初に
締結したときの契約金額（当該契約が変更により議会の議決に付すべき契約となった
ものであるときは、当該変更により議会の議決に付すべき契約となったときの金額）の
１００分の１０に相当する金額（その額が５００万円を超えるときは、５００万円とす
る。）の範囲内において変更契約を締結すること。

本
定
例
会
に
６
件
の
発
議
を
提
出
し
ま
し
た

　
本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
、
県
知
事
あ
て
「
中
央

新
幹
線
建
設
に
お
け
る
大
井
川
水
系
の
水
資
源
の
保
全
に

関
す
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
、
10
月
23
日(

水)

、
増
田
議

長
か
ら
川
勝
知
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

川勝知事（左）へ「意見書」を手渡
す増田議長
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会
及
び
議
員
の
責
務)

の

「
議
会
及
び
議
員
は
、
法

令
並
び
に
こ
の
条
例
に
定

め
る
原
則
及
び
こ
れ
ら
に

基
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
規

則
、
規
程
等
を
遵
守
し
て

議
会
を
運
営
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
使
命
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
に
抵

触
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と

を
言
確
認
し
た
。

　

こ
う
し
た
行
為
の
背
景

に
は
、
議
員
は
町
民
の
代

表
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚

及
び
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
欠
如
に
起
因
す

る
も
の
と
認
識
す
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
当
議

会
は
、
吉
田
町
議
会
基
本

条
例
を
補
完
す
る
議
員
の

政
治
倫
理
に
関
す
る
規
定

を
早
期
に
制
定
す
る
。

　

今
後
は
、
議
員
一
人
ひ

と
り
が
町
民
の
負
託
を
受

け
、
常
に
町
民
の
代
表
者

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

町
民
の
皆
様
に
疑
惑
や
不

信
を
招
か
な
い
よ
う
、
吉

田
町
議
会
基
本
条
例
を
遵

守
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。

　
以
上
決
議
す
る
。

　
令
和
元
年
９
月
24
日

　
　
　
　
吉
田
町
議
会

　
　

全
員
一
致
で
可
決

謝
　
　
　
罪

　
２
名
の
議
員
の
行
為
に

よ
り
、
町
民
お
よ
び
関
係

各
位
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
当
該
議
員

及
び
町
当
局
か
ら
事
実
関

係
を
聴
取
し
た
結
果
、
議

会
基
本
条
例
第
４
条
及
び

第
18
条
に
抵
触
す
る
行
為

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

当
該
議
員
も
認
め
て
い
ま

す
。

　
議
員
は
、
常
に
町
民
の

代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
質
の
高
い
議
会
活

動
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
務
を
改
め
て
確

認
し
二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
、
議
会

基
本
条
例
遵
守
の
決
議
を

全
員
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
年
内
に
は
政
治

倫
理
規
程
を
制
定
し
、
よ

り
厳
格
な
規
律
の
も
と

に
、
議
会
・
議
員
活
動
を

行
い
、
町
民
の
信
頼
回
復

に
努
め
て
ま
い
る
決
意
を

申
し
上
げ
、
謝
罪
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

吉
田
町
議
会

　令和元年７月12日、教育委員会は、学校から「山口一博議員がＹｏｕＴｕｂｅに投稿した平成30
年度学校行事の動画について、動画に映っている子どもから迷惑であり削除の要請がある。」との
連絡を受け、議会事務局へ報告を行った。
　山口一博議員は、過去にも学校行事を動画投稿し、教育委員会から削除の申し入れを受けてお
り、この度は２回目である。
　これらの動画投稿は、無許可で行われており、肖像権及びプライバシー権の侵害に当たり、今回
の事案においては、学校を通じて、子どもから迷惑であるとの訴えもあった。
　更に、投稿された動画は、他のサイトにも拡散されており、山口一博議員が管理出来ない状況と
なった。
　この事案について、吉田町議会は、全員協議会の協議により、吉田町議会基本条例第４条に規定
する「議員の行為規範」及び第18条に規定する「議会及び議員の責務」に抵触する行為であると確
認し、認めた。
　インターネットによる投稿は、投稿した本人の管理下で対処出来ない事態となることが予測され、
投稿された人物等に多大な迷惑、被害を生じる恐れがあり、又、この事案は、議員として学校行事に
招待を受ける中で、これらの行為に及んでおり、議会全体の信用失墜に当たり看過できない。
　併せて、吉田町議会は、平成28年12月16日に「吉田町議会議員の行為規範を遵守する決議」を議
決しており、当時、山口議員は、この決議に賛成したにもかかわらず、このような事態を招いたこと
は、非常に遺憾であり、法令遵守の点からも議員として大きな過失があったと認めざるを得ない。
　よって山口一博議員に対して議員の辞職を求める。
　以上決議する。

令和元年９月24日　　
吉田町議会　

発議提出議員　山内均
賛 成 議 員　楠元由美子、平野積、蒔田昌代、三輪美由紀、八木栄、河原崎曻司
反 対 議 員　福世義己、盛純一郎、中田博之、大石巌

賛成多数で可決

山口一博議員に対し辞職勧告を求める決議
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たくさんの方々に議会報告会へ参加いただき感謝します。
第18回議会報告会・・8月22日（木）片岡会館にて、57名参加され、議会のしくみ・議会目標・常任委員

会の活動について報告しました。
第19回議会報告会・・10月21日～25日（町内4会場にて）平成30年度決算・令和元年度補正予算・発議

案・第18回議会報告会での質問、意見を報告し、意見交換しました。

　

令
和
元
年
第
３
回
定

例
会
を
傍
聴
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
主
に
、平
成
30

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
企
業
会
計
決
算
、補

正
予
算
な
ど
を
審
議
す

る
議
会
で
し
た
。

　

次
回
12
月
に
、第
４
回

定
例
会
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
、傍
聴
で

き
ま
す
。

　

当
日
、役
場
４
階
議
会

事
務
局
に
て
受
付
を
済

ま
せ
て
か
ら
５
階
傍
聴

席
に
ご
入
場
下
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
議
会
傍
聴

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

お
問
合
せ   

議
会
事
務
局

３
３
―
２
１
４
１

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

大
石　
　

巌

副
委
員
長　

楠
元
由
美
子

委　

員　

福
世　

義
己

　
　
　
　
　

盛　

純
一
郎

　
　
　
　
　

中
田　

博
之

　
　
　
　
　

山
口　

一
博

議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
動画や写真のスライドショーなど、議会活動の様子をご覧いただき、
ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QR コード）

まちの話題

北区第2町内会　ふれあい文化祭

空手道　中部地域大会

町制施行70周年記念事業　写真展

吉田町　芸能祭
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